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翻
刻

「
月
の
瀬
遊
記
」

「
大
坂
谷
町
川
上
橋
少
シ
北
へ
入
堀
屋
清
兵
衛
と
申
者
娘
を
ふ

み
阿
蘭
陀
人
フ
ル
テ
ル
ト
云
者
の
所
へ
行
親
元
送
り
遣
シ
候
文
の
う
つ
し
」

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

日
置
将
之

書
館
関
西
館

大
阪
府
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

北
川
敬
子

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

小
笠
原
弘
之
・
八
木
美
恵

大
阪
府
立
中
央
図
書
館

苗
村
昌
世

山
田
瑞
穂

佐
藤
敏
江

は
じ
め
に

一

月
の
瀬
遊
記

底
本
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
（
二
二
三
・
六
／
一
五
〇
）

一
冊
（
十
三
・
三
×
十
九
・
二
㎝
）

表
・
裏
表
紙
各
一
、
本
文
十
八
丁

文
久
二
年
序

井
上
唯
中
等
写
、
紀
行
文

本
文
は
、
著
者
（
井
上

唯
中
）
の
文
章
に
、
韋(

ヵ)

樹
が
序
文
、
補
記
（
八
丁
表
・
十
三
丁
）
を
加
え
て
い
る
。
著
者
に
つ
い
て
は

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
藻
刈
図
で
知
ら
れ
る
森
一
鳳
へ
の
旅
の
誘
い
か
け
が
、
和
歌
仕
立
て
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
一
鳳
に
近
い
文
化
圏
に
属
す
る
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

本
書
は
、
月
瀬
へ
の
観
梅
の
紀
行
文
で
、
末
尾
に
斎
藤
拙
堂
の
著
書
「
梅
渓
遊
記
」
の
抜
き
書
き
を
付

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
観
梅
の
旅
が
「
梅
渓
遊
記
」
に

触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
が
、
誤
字
、
脱

文
が
多
い
事
、
収
載
さ
れ
て
い
る
の
が
拙
堂
の
詩
九
編
の
み

で
あ
る
事
か
ら
、
著
者
の
手
許
に
あ
っ
た
の
は
、
写
本
か
と

思
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
梅
渓
遊
記
」
が
当
時
の
風
流
人
に

と
っ
て
い
か
に
「
魅
力
的
な
存
在
で
あ
り
、
広
く
親
し
ま
れ

て
い
た
か
等
、「
梅
渓
遊
記
」
の
流
布
の
様
子
も
推
測
で
き
る
。

月
瀬
（
現
奈
良
市
月
瀬
）
は
、
紅
花
染
の
培
染
剤
で
あ
る

烏
梅
を
生
産
す
る
た
め
の
梅
林
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
中
期
頃

か
ら
名
勝
地
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
神
沢
貞
幹
（
杜
口
）
著
「
翁
草
」（
安
永
五
写
）
を
始

め
、
田
宮
仲
宣
著
「
橘
庵
漫
筆
（
東
牖
子
）
」（
享
和
三
年
刊
）
、
韓
聯
玉
著
「
月
瀬
梅
花
帖
（
遊
月
瀬
記
）」

（
文
政
八
年
跋
）
伴
林
光
平
著
「
月
瀬
紀
行
」（
安
政
六
年
写
）
等
文
人
墨
客
に
よ
り
、
そ
の
景
勝
を
愛
で

る
詩
文
が
編
ま
れ
た
が
、
月
瀬
が
梅
の
名
所
と
し
て
喧
伝
さ
れ
る
に
力
の
あ
っ
た
の
は
、
斎
藤
拙
堂
著
「
月

瀬
記
勝
」
（
嘉
永
四
序
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
力
の
程
は
、
同
書
が
幕
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
繰
り
返
し

月の瀬遊記 序
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出
版
さ
れ
た
事
か
ら
も
窺
え
る
。

斎
藤
拙
堂
（
寛
政
九
年
一
七
九
七

～
慶
応
元
年
一
八
六
五

）
、
名
は
正
謙
、
字
は
有

終
、
通
称
徳
蔵
、
号
拙
堂
・
鉄
研
・
拙
翁
、
諡
号
は
文
靖
先
生
。
幕
末
の
朱
子

学
者
。
江
戸
津
藩
邸
で
生
ま
れ
、
昌
平
校
に
入
学
、
芝
野
栗
山
、
尾
藤
二
洲
と

共
に
寛
政
の
三
博
士
と
称
さ
れ
た
古
賀
精
里
に
学
び
精
里
門
の
逸
材
と
称
さ
れ

た
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
藩
校
有
造
館
の
学
職
に
就
き
、
弘
化
元
年
（
一

八
四
四
）
に
藩
校
督
学
と
な
る
。
藩
主
藤
堂
高
猷
の
待
講
を
務
め
、
有
造
館
に

洋
学
所
を
設
置
し
、
種
痘
や
洋
式
軍
制
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
藩
政
改
革
に
も

関
わ
っ
た
。
交
友
範
囲
が
広
く
、
お
も
な
と
こ
ろ
で
は
頼
山
陽
、
大
塩
平
八
郎
、

渡
辺
崋
山
、
吉
田
松
陰
等
が
知
ら
れ
る
。

文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
二
月
十
八
日
、
拙
堂
は
、
門
人
の
宮
崎
子
達
、
そ
の
弟
子
淵
及
び
山
下
直

介
を
誘
い
津
を
出
発
、
上
野
に
寄
り
、
服
部
文
稼
、
深
井
士
発
、
山
本
素
仏
、
梁
川
星
巌
夫
妻
、
福
田
半

香
を
同
伴
、
未
の
下
刻
（
午
後
二
時
過
ぎ
）
、
同
行
十
人
に
下
僕
四
人
総
勢
十
四
人
で
月
瀬
目
指
し
て
上
野

を
出
発
し
た
。
こ
の
時
の
様
子
を
、
帰
宅
後
九
首
か
ら
な
る
山
水
遊
記
に
ま
と
め
、
大
納
言
日
野
資
愛
に

題
詩
を
乞
い
、
頼
山
陽
が
添
削
を
施
し
「
梅
谿
遊
記
」
と
題
し
た
。
写
本
・
稿
本
の
ま
ま
拙
堂
周
辺
の
人
々

に
広
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
月
瀬
の
観
梅
に
同
道
し
た
宮
崎
子
達
（
青
谷
）
が
拙
堂
の

依
頼
に
よ
り
挿
図
を
付
す
等
し
、
嘉
永
年
間
に
出
版
さ
れ
た
「
月
瀬
記
勝
」
に
乾
冊
と
し
て
納
め
ら
れ
た
。

「月瀬 嵩尾山長引梅渓真景之図」松川半山画 暁晴翁文

安政五年大坂 柳原喜兵衛、鹿田静七、和州鍛冶屋兵蔵刊

梅渓遊記 序
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二

「
大
坂
谷
町
川
上
橋
少
シ
北
へ
入
堀
屋
清
兵
衛
と
申
者
娘
を
ふ
み
阿
蘭
陀
人
フ
ル
テ
ル
ト
云
者
の
所

へ
行
親
元
送
り
遣
シ
候
文
の
う
つ
し
」

原
本
は
中
之
島
図
書
館
所
蔵(

文
書
／
二
四
四)

天
保
十
三
年
写
、
一
冊
（
三
八
・
五
×
十
四
㎝
）
表
・

裏
表
紙
各
一
枚

本
文
四
丁

大
坂
で
奉
公
後
、
長
崎
丸
山
へ
住
み
替
え
、
阿
蘭
陀
人
と
結
婚
、
日
本
を
抜
け
出
し
阿
蘭
陀
で
暮
ら
し

て
い
る
女
性
が
、
谷
町
在
住
の
親
元
あ
て
に
送
っ
た
と
さ
れ
る
手
紙
の
写
し
。
事
の
真
偽
は
不
明
で
あ
り
、

内
容
に
も
矛
盾
が
あ
る
が
、
鎖
国
下
の
日
本
で
、
い
わ
ゆ
る
南
蛮
・
南
蛮
文
化
が
、
庶
民
に
ど
の
様
に
認

識
さ
れ
て
い
た
か
の
一
端
が
窺
え
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

凡
例

本
書
は
底
本
の
忠
実
な
翻
刻
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
、
一
部
漢
詩
を
除
き
、
返
り
点
、

句
読
点
を
施
し
た
。

反
復
記
号
「
ゝ
」「
ゞ
」「

〱
」
は
底
本
の
ま
ま
で
表
記
し
た
。

異
体
字
に
つ
い
て
は
標
準
の
字
体
に
改
め
た
。

本
文
に
お
け
る
朱
字
は
そ
の
ま
ま
朱
字
と
し
た
。

張
り
紙
訂
正
の
あ
る
部
分
は
、
□
で
か
こ
み
、
そ
の
し
た
に
（

）
で
訂
正
ま
え
の
文
章
を
付
し
た
。

筆
者
が
二
名
の
場
合
、
字
体
を
変
え
て
表
記
し
た
。

判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
表
記
、
判
断
に
迷
っ
た
場
合
は
文
字
の
し
た
に
ヵ
を
付
し
た
。

活
字
の
な
い
文
字
は
□
に
ル
ビ
で
表
記
し
、
（

）
内
に
漢
字
の
説
明
を
付
し
た
。

表紙

第一丁（表）

第四丁（裏）
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参
考
資
料

日
本
芸
林
叢
書

第
二
巻

池
田
四
郎
治
郎
等
編

六
合
館

昭
和
三
年
刊
（
〇
三
一
／
六
三
）

江
戸
後
期
月
瀬
観
梅
漢
詩
文
の
研
究

村
田
栄
三
郎
著

汲
古
書
院

平
成
十
四
年
刊

（
九
一
九
・
五
／
六
三
Ｎ
）

月
瀬
幻
影
―
近
代
日
本
風
景
批
評
史

大
室
幹
雄
著

中
央
公
論
社

平
成
十
四
年
刊

（
九
一
九
・
五
／
五
六
Ｎ
）

国
書
総
目
録

岩
波
書
店

平
成
二
‐
三
年
刊
（
〇
二
五
・
一
／
一
Ｎ
）

月
瀬
記
勝

斎
藤
正
謙
著

看
雲
亭
蔵
板

嘉
永
四
年
序
跋

二
冊
（
二
三
五
・
六
／
九
〇
）

月
瀬
記
勝

斎
藤
正
謙
著

看
雲
亭
蔵
板

二
冊
（
二
三
五
・
六
／
九
〇
）

月
瀬
記
勝

斎
藤
正
謙
著

大
阪

豊
住
幾
之
助

明
治
十
四
年
刊

二
冊
（
二
三
五
・
六
／
九
〇
）

月
瀬
記
勝

斎
藤
正
謙
著

大
阪

豊
住
幾
之
助

明
治
十
四
年
刊

二
冊
（
朝
日
二
三
五
・
六
／
三
）

月
瀬
記
勝

斎
藤
正
謙
著

写

一
冊
（
石
崎
三
七
二
／
五
）

月
瀬
記
勝

斎
藤
正
謙
著

大
阪

雙
玉
書
樓

図
版
一
〇

明
治
十
二
年

二
冊
（
子
二
七
四
）

月
瀬
嵩
尾
山
長
引

梅
渓
真
景
之
図

松
川
半
山
画

暁
晴
翁
文

安
政
五
年

大
坂

柳
原
喜
兵
衛

鹿
田
静
七

和
州

鍛
治
屋
兵
蔵
刊
（
枚
七
七
）

『
月
の
瀬
遊
記
』

月
の
瀬
遊
記

難
波
津
に
さ
く
や
木
の
花
の
香
は
、
い
に
し
へ
に
な
る
と
も
い
と
も
た
う
と
き
高
津
の
宮
に
、
千
早
振
神
の
み
末
の

た
へ
ぬ
よ
代
ニ
、
月
の
瀬
梅
よ
、
み
よ
し
の
花ゝ
よ
、
い
つ
れ
も
近
く
見
む
御
代
そ
猶
あ
り
か
た
か
り
け
れ
。
し
か
あ

れ
は
、
中
昔
人
の
い
ひ
い
た
せ
た
る
梅
の
名
所
と
い
ふ
月
の
瀬
な
む
、
其
王
鈄
の
道
行
人
の
し
れ
か
ぬ
を
、
こ
た
ひ
掬

水
舎
の
あ
る
し
井
上
唯
中
く
わ
し
く
も
見
ぬ
人
の
た
め
に
や
。
み
し
か
く
も
文
に
こ
ろゝ
さ
し
長
く
書
し
る
さ
れ
た

る
も
の
成
。
さ
れ
は
こ
と
の
葉
の
た
り
ぬ
る
も
む
へ
な
り
。
な
か
ら
山
鳥
の
尾
山
の
盛
菅
の
根
長
行
の
花
の
ま
に

〱

にマ
マ

よ
み
い
た
さ
れ
し
う
た
と
も
よ
り
し
ら
ぬ
物
さ
へ
お
も
し
ろ
め
き
て
、
は
な
に
打
む
か
ふ
こ

ちゝ
し
て
、
此
は
し
か

き
を
か
き
し
る
し
侍
る
も
親
し
き
ゆ
か
り
な
ら
さ
ら
む
や
と
い
ふ
。

文
久
二
と
せ
の
き
さ
ら
き
け
ふ

韋(

ヵ)

樹
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月
の
瀬
遊
記

里
程
略
（
貼
紙
訂
正
）

角
の
堂

京
は
し
纏
凡
二
里
半
余

中
垣
内

ナ
カ
カ
イ
ト

角
の
堂
纏
麓
迄
十
二

三
丁

麓
よ
り
八
丁
程
登
ル
ハ
コ
ヲ
ト

酒
煮
染
そ
は
あ
り

大
文
字
屋

追
分

大
文
字
屋
よ
り
少
し
登
ル

右
手

右
奈
良
道

左
木
津
道

田
原

大
文
字
屋
よ
り
一
里
半

峠
に
は
休
所
な
し

此
所
駄
荷
立
場
あ
り

高
山

田
原
よ
り
一
里
半

此
所
よ
り
木
津
迄
め
し
な
し

商
人
宿

高
山
権
兵
衛

鹿
の
畑

高
山
よ
り
十
八
丁

商
人
宿

車
屋
久
右
衛
門

ざ
く
ろ

鹿
の
畑
よ
り
十
八
丁

休
所
な
し

山
田

さ
く
ろ
よ
り
十
八
丁

右
同
断

は
ぜ

山
田
よ
り
十
八
丁

此
所
は
村
へ
は
い
ら
ず

は
せ
村
の
前
を
通
り
行

木
津

は
せ
よ
り
十
丁
余

支
度
所
宿
自
由
也

宿

川
口
屋
喜
介

戻
り
に
は
舟
あ
り

淀
迄
下
り

朝
五
ツ
時
出
舟

昼
後
出
舟

渡
し
場
を
左
ニ
見
て
、
堤
つ
た
ひ
に
川
つ
た
ひ
を
（
「
添
を
」
に
貼
紙
訂
正
）
廿
丁
斗
ニ
而
暫
野
道
を
行
。

又
川
は
た
に
出
、
左
ニ
川
を
見
て
右
手
は
山
根
を
つ
た
ひ
暫
行
。
加
茂
の
社
の
森
の
下
を
通
り
ぬ
け
て
、

左
手
に
藪
を
見
て
堤
を
行
。
七
八
丁
に
し
て
人
家
の
見
へ
る
所
加
茂
村
也
。

加
茂

木
津
よ
り
五
十
丁

伊
賀
ニ
通
ふ
商
人
宿

豆
腐
屋
平
三
郎

笠
置
但
シ
北
笠
置
な
り

加
茂
よ
り
五
十
丁

加
茂
よ
り
此
所
迄
打
の
峠
あ
り
。
此
山
下
り
て
よ
り
左
は

山
根
、
右
は
清
流
に
て
至
而
勝
景
な
り
。
此
川
つ
た
ひ
廿
丁
計
に
て
笠
置
ニ
い
た
る

宿

木
屋
勘
兵
衛

此
所
宿
に
て
酒
肴
自
由
也
。
こ
ゝ
に
て
必
道
案
内
人
を
雇
へ
し
。
笠
置
名
所
名
石
案
内
な
く
て
は
し
り

か
た
し
。
月
の
瀬
の
近
道
い
つ
る
所
ま
て
つ
れ
行
て
雇
賃
◎
百
弐
十
四
文
也
。
此
北
笠
置
よ
り
又
南
笠

置
へ
行
川
渡
し
有
。
舟
賃
八
文
な
り
。
山
の
頂
上
迄
八
丁
の
ほ
る
。
う
ら
道
江
行
は
柳
生
へ
出
ル
に
近
道

あ
り
。

鹿ロ
ク

路ロ

（
「
鷺
」
に
貼
紙
訂
正
）
山サ

ン

笠
置
寺
見
物
所
略

至
而
も
の
さ
び
た
る
一
寺
あ
れ
と
も
湯
茶
の
用
弁
な
り
か
た
し

一
古
鐘
耬
あ
り

尾
上
の
鐘
ニ
似
た
り

此
鐘
の
響
黄
鐘
調
ニ
能
叶
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
、
昔
よ
り
云
傳
へ
る
也
。
あ
る
と
き
郡
山
の
領
主
の
命
に
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よ
り
て
南
都
舞
の
折
か
ら
伶
人
の
か
え
る
さ
を
こ
ゝ
に
と
ゝ
め
て
、
音楽
律
の
し
ら
へ
を
お
ゝ
せ
有
て

や
ゝ
し
ら
へ
ら
れ
し
に
、
鐘
た
か
は
す
響
律
と
合
奏
す
る
こ
と
奇
々
妙
々
な
り
。
所
謂
流
泉
啄
木
を
よ

く
し
ら
へ
引
と
き
は
、
必
天
人
下
る
と
い
ふ
も
こ
れ
ら
の
た
く
ひ
か
。
左
に
圖
之
如
く
銘
あ
れ
と
も
、

古
蝕
錆
時
代
臨
銘
見
へ
か
た
し
。
鐘
の
こ
く
ち
に
年
号
の
銘
斗
写
置
ぬ
。
併
此
鐘
は
解
脱
上
人
冥
土
よ

り
閻
浮
檀
金
を
取
帰
り
、
是
を
ま
じ
へ
て
鋳
立
し
鐘
也
。
此
鐘
を
一
度
聞
し
輩
は
三
悪
道
の
罪
を
減
と

聞
鐘
銘建

久
七
年
丙
辰
八
月
十
五
日

大
和
南
□
（
角
ヵ
）
亢
阿
弥
佛
と
有

此
正
月
堂
ト
號
ス
は
い
に
し
へ
は
護
摩
堂
也
。
春
三
ヶ
月
の
間
、

天
下
安
全
の
修
方
在
て
、
二
月
堂
三
月
堂
は
當
山
回
禄
の
後
は
南

都
東
大
寺
ニ
於
て
修
行
在
也
。

一

一
宇
の
小
堂
山
上
に
あ
り

堂
前
に
大
石
有

一
名
正
月
堂
と
い
ふ
（
書
損
じ
に
張
紙
）

弥
勒

大
石

高
サ

二
十
間
余

文
殊

幅

七
八
間

薬
師

各
佛
像
を
刻
、
薬
師
の
岩
は
舟
の
形
な
り
し
に
近
頃
打
破
候
よ
し

一

貝
吹
巌

良
弁
僧
都
護
摩
修
方
の
時
ほ
ら
の
音
せ
し
と
也

一

太
皷
巌

一

手
鞠
巌

石きおさか
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一

胎
内
く
ゝ
り
巌

奥
の
深
サ
二
十
間
斗
り
ニ
而
身
を
ち
ゝ
め
て
く
ゝ
る
な
り

一

笠
置
石

天
武
天
皇
此
山
開
キ
給
ひ
し
時
、
此
崫
へ
登
り
給
ひ
着
御
の
藺イ

笠
ヲ
こ
ゝ
に
遺

ノ
コ
シ

シ
還
幸

し
給
ひ
、
遂
に
佛
閣
を
建
立
在
リ
て
よ
り
笠
置
寺
と
號
ス

一

駒
繋
岩

天
武
天
皇
遊
猟
し
給
ひ
し
時
乗
し
給
ひ
し
駿
馬
崫
に
膝
を
屈
し
て
動
か
す
。
天
皇
危
急

に
し
て
三
宝
を
禮
し
安
泰
を
得
さ
し
め

（「
右
の
外
大
石
数
々
有
。
後
醍
醐
帝
居
所
、
御
殿
、
柱
立
穴
、
大
石
毎
ニ
有
。
此
岩
の
上
ニ
而
楠
公
軍
配

東
北
に
當
而

臨
見
る
に
、
木
津
川
の
上
ニ
而
諸
所
村
落
、
伊
賀
街
道
遠
く
は
山
城
迄
も
誂
望
至
て
勝
景
な
り
」
に
紙
訂
正
）

笠
置
山
地
震
ニ
て
大
痛
、
大
石
の
内
胎
内
く
ゝ
り
岩
屋
谷
間
へ
落
、
其
余
別
条
は
な
け
れ
ど
遂
に
す
れ

落
た
る
所
あ
り
て
甚
危
ふ
し

一

般
若
臺

鐘
樓
の
西
に
あ
り
。
解
脱
上
人
と
春
日
明
神
と
対
面
の
所
也

一

千
手
崫

良
弁
僧
都
こ
ゝ
に
籠
り
て
行
方
し
給
ふ
所
な
り

一

護
摩
檀
跡

良
弁
僧
都
此
所
に
て
祈
禱
有
之
也

一

榎
本
神

當
山
の
鎮
守
也

一

楠
公
畫
判
石

楠
正
成
石
面
に
書
判
居
置
給
ふ
石
な
り

一

笠
置
皇
居

元
弘
元
年
九
月
、
後
醍
醐
天
皇
笠
置
山
に
籠
り
給
ふ
所
也
。
弥
勒
石
の
上
に
あ
り
。

薬
師
の
傍
よ
り
登
る
。
本
丸
二
の
丸
と
号
南
北
に
双
ぶ
。
其
間
に
溝
の
跡
あ
り
。
北
の
方
弥
勒
石
の
嵿

に
至
っ
て
地
形
た
い
ら
か
な
り
。
此
所
に
御
殿
跡
柱
立
の
穴
岩
毎
に
有

増
鏡
云
、
後
醍
醐
帝
笠
置
に
お
は
し
ま
し
け
る
頃
秋
ふ
か
く
な
り
て

う
か
り
け
る
身
を
秋
風
の
さ
そ
は
れ
て
思
は
ぬ
山
乃
も
み
し
を
ぞ
み
る

主
上

一
石
不
動

山
の
嵿
に
あ
り

鳥
仏
師
の
作
也

高
サ
三
尺
斗
り

此
所
甚
勝
系
也
。
麓
に
は
泉
川
を
帯
て
白
波
巌
を
碎
く
勢
あ
り
て
、
水
流
の
委
曲
驚

カ
キ
ョ
ク
キ
ョ
ウ

蛇ジ
ャ

に
似
た
り
。
山

第
一
の
勝
地
に
し
て
千セ

ン

巌カ
ン

秀シ
ウ

を
競キ

ソ

ひ
萬
壑

ハ
ン
カ
ク

流
を
争
ふ
た
る
山
水
の
美
と
い
ゝ
つ
へ
し

太
平
記
云
、
笠
置
の
城
と
申
は
山
高
ふ
し
て
一
片
の
白
雲
峯
を
う
づ
み
、
谷
深
ふ
し
て
万
仭シ

ン

の
青セ

イ

巌ガ
ン

道
を

給
は
ゝ
此
山
に
佛
閣
を
造
営
す
へ
し
と
祈
誓
し
給
ふ
。
既
感
應
あ
り
て
乗
馬
速
に
進
む
。
則
走
馬
留
し
岩

是
な
り

一

虚
空
蔵
石

高
サ
十
丈
余

幅
五
六
丈

石
面
に
佛
像
詳
な
り

一

胎
蔵
界

此
石
不
動
明
王
と
申
事

佛
像
見
へ
か
た
し
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さ
へ
ぎ
る
。
つ
ゝ
ら
お
り
な
る
道
を
廻
り
て
あ
か
る
事
十
八
丁
、
岩
を
切
て
堀
と
し
、
石
を
た
ゝ
見
て

屏
と
せ
り
。
さ
れ
ば
た
と
ひ
防

フ
セ
キ

き
戦
ふ
者
な
く
と
も
た
や
す
く
の
ほ
る
事
得
か
た
し

陶
山

ス

ヤ

マ

小
見
山

コ

ミ

ヤ

マ

夜
討
道

笠
置
の
後
山
也
。
此
所
巌
石
峭
壁

シ
ョ
ウ
ヘ
キ

と
し
て
禽
獣

キ
ン
ジ
ウ

も
翔

カ
ケ
リ

か
た
く
、
麓
に
は
泉
川
め
く
り
て
青
羅
を
帯ヲ

ブ

る
に

似
た
り
。

太
平
記
云
、
其
夜
は
九
月
晦
日
の
事
な
れ
は
、
目
さ
す
共
し
ら
ぬ
く
ら
き
夜
に
、
雨
風
は
け
し
く
吹
て
面

を
向
へ
き
や
う
も
な
か
り
け
る
に
、
五
十
余
人
の
者
共
太
刀
を
せ
な
か
に
を
ひ
、
刃
を
う
し
ろ
に
さ
し

て
、
城
の
北
に
當
り
た
る
巌
の
数
百
丈
そ
ひ
へ
て
鳥
も
か
け
り
か
た
き
所
よ
り
上
り
け
る
。
二
町
は
か

り
は
と
か
く
し
て
上
り
つ
。
其
上
に
一
段
高
き
所
あ
り
。
屏
風
を
立
た
る
如
く
な
る
岩
石
か
さ
な
り
て
、

古
松
枝
を
た
れ
蒼ソ

ウ

苔タ
イ

露ツ
ユ

な
め
ら
か
な
り
。
こ
ゝ
に
至
て
人
皆
い
か
に
と
も
す
へ
き
や
う
な
く
し
て
、
遙

に
見
上
ケ
て
立
た
り
け
る
所
、
陶
山
藤
三
岩
の
上
を
さ
ら

〱
と
は
し
り
上
り
て
、
件
の
さ
し
な
は
を

上
な
る
木
の
枝
に
打
か
け
て
、
岩
の
上
よ
り
お
ろ
し
た
る
に
跡
な
る
兵
ど
も
お
の

〱
是
に
取
付
き
て
、

第
一
の
難
所
を
や
す

〱
と
皆
の
ほ
り
て
け
り
。
下
略

諺
云
、
笠
置
の
川
上
に
飛
鳥

ア

ス

カ

路ジ

と
い
ふ
村
あ
り
。
此
所
の
土
民
等
陶
山
小
見
山
が
案
内
者
と
な
り
後
醍
醐

帝
を
く
る
し
め
け
る
遺
恨
に
よ
り
、
今
に
至
り
て
笠
置
村
と
不
和
に
し
て
、
柴
薪
の
交
易
、
縁
く
み
な

と
か
た
く
禁
し
け
る
。
是
其
頃
よ
り
の
風

俗

い
ゝ
な
ら
は
せ
と

な
り
と
そ
。

後
醍
醐
帝
、
其
夜
悪
人
の
為
に
笠
置
山
を
に
け
給
ふ
に
、
三
日
三
夜
間
山
奥
へ
入
給
ひ
、
供
御
さ
へ
持

者
も
な
く
御
草
臥
出
さ
せ
け
る
に
、
其
山
の
岩
に
御
も
た
れ
、
後
醍
醐
帝
、
其
夜
悪
人
の
為
に
笠
置
山

を
に
け
給
ふ
に
、
三
日
三
夜
間
山
奥
へ
入
給
ひ
、
供
御
さ
へ
持
者
も
な
く
御
草
臥
出
さ
せ
け
る
に
、
其

山
の
岩
に
御
も
た
れ
、
暫
御
や
す
ら
は
せ
給
ひ
し
御
時
御
ね
む
り
有
し
に
、
上
な
る
松
の
露
御
袖
ニ
落

し
時

御
製

さ
し
て
行
く
笠
置
の
山
を
い
て
し
よ
り
天
か
下
に
は
か
く
れ
か
も
な
し

藤
房
卿

皇
を
守
護
し
深
山
之
奥
迄
御
友
い
た
し
お
は
せ
し
に

藤
房
卿

い
か
に
せ
ん
た
の
む
か
け
と
て
立
よ
れ
は
猶
そ
て
ぬ
ら
す
松
の
下
露

是
よ
り
西
南
に
柳
生
へ
の
裏
道
あ
り
。
案
内
者
ニ
能
々
聞
て
下
る
べ
し
。
山
下
ニ
小
流
あ
り
。
是
を
つ
た

ひ
行
は
柳
生
よ
り
笠
置
ニ
通
ふ
廣
道
あ
り
。
是
を
凡
六
七
丁
斗
ニ
而
柳
生
ニ
至
る
。
此
所
よ
り
月
の
瀬
迄

の
道
知
レ
に
く
し
。
此
所
ニ
休
息
所
あ
り
。
是
ニ
而
能
聞
へ
し
。
弁
当
の
用
意
す
へ
し
。
仕
度
所
更
に
な

し
。

柳
生

笠
置
よ
り
二
十
丁

奥
か
原

柳
生
よ
り
十
五
丁
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高
尾

奥
か
原
よ
り
一
里

桃
か
野

高
尾
よ
り
十
丁

高
尾
よ
り
此
所
迄
、
此
所
よ
り
月
の
瀬
迄
各
々
梅
林
所
々
多
し

月
の
瀬

桃
か
野
よ
り
一
里
に
近
し

宿

鍛
冶
屋
と
い
ふ
。
鍛
冶
職
に
て
花
の
頃
は
宿
す
る
よ
し

此
宅
新
建
に
て
至
而
よ
し
。
席
上
よ
り
坐
し
て
居
な
か
ら
、
谷
川
の
流
れ
を
真
向
ふ
て
臨
は
、
左
右
谷
々

梅
林
一
目
に
望
。
小
舟
の
遊
人
舟
渡
し
な
と
畫
中
の
趣
あ
り
。
此
所
よ
り
尾
山
江
は
ひ
と
た
ひ
河
原
に
下

り
、
其
坂
道
す
へ
て
梅
林
に
て
、
樹
下
を
く
ゝ
り
歩
行
事
弐
三
丁
に
し
て
、
河
原
つ
た
ひ
に
七
八
丁
に

し
て
舟
渡
し
を
越
、
し
は
ら
く
川
つ
た
ひ
を
（
「
添
を
」
に
貼
紙
訂
正
）
行
。
左
手
ニ
山
道
あ
り
。
是
則

尾
山
の
麓
な
り
。
坂
の
半
に
て
見
か
へ
れ
は
谷
間
ニ
数
千
樹
の
梅
花
あ
り
。
又
月
の
瀬
の
人
家
又
畫
中

の
如
し
。

舟
渡
女
に
て
、
竹
棹
を
以
さ
し
あ
つ
か
ふ
事
男
子
よ
り
も
巧
者
な
り
。
人
毎
ニ
花
見
か
と
問
ふ
。
花
見

な
れ
は
、
酒
手
を
呉
と
い
ふ
。
餘
は
無
銭
に
て
渡
と
見
ゆ
。
三
人
ニ
而
は
銭
と
ら
せ
は
、
お
し
い
た
ゝ

き
た
る
は
、
い
か
に
も
や
さ
し
。

此
所
ニ
而
一
宿

尾
山

月
の
瀬
よ
り
一
里
に
は
近
し

宿

梅
屋
嘉
蔵

此
宅
常
は
濃
家
に
て
、
花
の
頃
の
み
宿
す
る
よ
し
に
て
、
宿
屋
め
き
□
る
た
る
風
情
な
く
て
、
至
て
し

つ
ほ
く
也
。
さ
れ
と
も
花
の
盛
に
は
、
伊
賀
の
上
野
よ
り
、
藩
士
、

あ
る
は
町
家
の
人
々
、
男
女
打
群
来
り
。
そ
こ
か
ら
こ
の
岳
阜
に

敷
物
な
と
し
、
宴
を
催
し
、
う
た
ひ
舞
も
あ
り
。
い
つ
れ
も
酒
肴
を
籠
に
荷

な
は
せ
て
く
る
。
夕
刻
に
い
た
れ
は
お
も
ひ

〱
に
立
か
え
る
。
初
更
に
お

よ
へ
は
真
に
幽
清
の
山
家
と
な
る
。

此
所
酒
肴
は
何
れ
携
き
た
ら
す
は
な
に
も
な
し
。
芋
汁
麦
飯
の
み
常
に
あ

る
よ
し
。
扨
十
六
日
夜
な
る
に
、
月
い
て
け
れ
は
用
意
の
弁
當
取
出
し
、
酒

は
兼
而
北
笠
置
の
山
下
に
、
大
和
屋
治
郎
左
衛
門
と
い
ふ
銘
酒
や
に
て
求

し
樽
を
こ
にゝ
て
ひ
ら
く
。
夜
も
深
更
に
及
ほ
と
猶
お
も
し
ろ
し

春
も
や

けゝ
し
き
と

のゝ
ふ
月
の
梅

翁

夜
ふ
け
行
ま

にゝ
こ
の
句
を
お
も
ひ
い
て

月ゝ
の
梅
を
見
て

ゐ
な
を
れ
は
猶
お
も
し
ろ
し
梅
の
か
け

唯
中

梅
屋

戸
口
ニ
並
ひ
て
湯
殿
あ
り
。
風
呂
の
中
よ
り
谷
間
の
梅
の
梢
に
月
さ
し
た
る
は
お
か
し
。
風
来
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ぬ
れ
は
湯
も
匂
ふ
と
思
は
る

○

の
こ
り
な
く
梅
咲
匂
ふ
山
さ
と
は
け
む
り
も
水
も
花
の
か
そ
す
る

右
秀
満
と
い
ふ
人
の
詠
を
思
ひ
い
た
せ
し
に
（「
出
ら
れ
け
る
」
に
貼
紙
訂
正
）

○

鶯
の
や
と
は
し
ら
か
は
ふ
る
め
き
て
と
ま
り
か
へ
な
ん
尾
山
月
の
瀬

廣
孝
（
「
廣
愚
吟
」
に
貼
紙

訂
正
）

十
七
日

快
晴

暁
ニ
起
出
谷
間
の
梅
花
薫
し
英
す
る
は
何
ニ
た
と
へ
ん
方
も
な
し
。
渓
香
満
ち
た
り

○

（
同
文
に
貼
紙
上
書
き
）

○

此
里
は
梅
の
林
に
こ
め
ら
れ
て
か
ほ
る
も
の
と
は
知
ら
て
住
け
り

右
は
熊
岳
師
之
詩
、
翁
歌
の
意
な
る
を
思
ひ
出
て
、
け
に
も
と
感
し
ぬ

亭
主
谷
々
の
名
所
を
も
案
内
せ
ん
と
い
ひ
け
れ
と
も
、
あ
し
の
草
臥
あ
り
け
れ
は
、
先
ま
ち
か
き
所
捜
□く

ぼ

、

祝
谷
を
初
、
八
谷
見
物
し
て
や
と
ニ
帰
り
、
月
下
の
梅
林
を
打
な
か
め
て
更
行
迄
亭
主
と
か
た
り
ぬ
。
此

梅
屋
の
秘
方
梅
仙
丹
と
申
梅
に
く
を
求
て
、
一
寸
腹
し
見
る
に
何
と
も
雅
味
多
し
。
酒
後
に
甚
よ
し
。
効

能
略
之
。

此
所
に
一
泊
、
月
の
瀬
に
一
宿
い
た
し
、
諸
々
勝
景
に
終
日
遊
は
、
た
く
ひ
な
き
楽
し
み
な
る
へ
し
。
日

を
限
る
身
は
ま
か
せ
か
た
く
、
又
乃
時
を
と
思
ひ
の
こ
れ
り
。

梅
林
八
谷

初
谷

敞
谷

第
二

鹿
飛

第
三

捜
□く

ぼ

第
四

祝
谷

第
五

菖
蒲
谷

第
六

杉
谷

第
七

一
目
千
本

第
八

大
谷

十
八
日

快
晴

尾
山
を
立
出
て
帰
路
長
引
に
梅
林
ふ
か
し
（
探
に
貼
紙
訂
正
）

長
引

尾
山
よ
り
八
丁

梅
樹
多
く
あ
れ
と
も
勝
景
な
し

田
山

長
引
よ
り
一
里

此
間
ニ
船
渡
し
有

サ
々
セ
と
い
ふ

此
所
を
少
し
過
て
伊
賀
街
道
北
笠
置

へ
つ
ゝ
く

大
河
原

ヲ

ガ

ラ

田
山
よ
り
一
里

有ア

市ゲ

大
河
原
よ
り
廿
七
丁

北
笠
置

有
市
よ
り
廿
丁

宿
支
度
所
自
由
也

高
々
下
々
梅
千
樹

在
家
其
中
不
知
香
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此
所
木
津
迄
乗
合
船
有

朝
五
ツ
時

昼
時

両
度

木
津
泊
な
れ
は
昼
後
の
舟
に
乗
へ
し

朝
舟
に
の
れ
は
木
津
へ
昼
時
ニ
付
よ
し

そ
れ
よ
り
淀
へ
乗
合

有
よ
し

十
丁
斗
川
下
、
南
笠
置
へ
の
舟
渡
し
あ
り

木
津
江

戻
に
は
、
此
渡
し
不
渡

川
つ
た
ひ
四
十
丁
斗
川
下
○
出
洲
と
い
ふ
所
渡
し
有
。
是
を
渡
れ
は
加

茂
村
の
堤
に
出
ル

是
を
戻
れ
は
加
茂
迄
の
山
坂
な
く
て
大
ニ
あ
ゆ
み
よ
し

加
茂

北
笠
置
よ
り
五
十
五
丁

此
加
茂
堤
よ
り
南
を
望
は
春
日
山
み
ゆ
る

此
所
よ
り
南
都
江

の
わ

か
れ
道
あ
り
。
近
道
木
津
へ
出
ル
に
不
レ

及

別
道
里
数
程
略

南
都
よ
り
春
日
山
の
東
南
に
か
ゝ
り
て
道
あ
り
。
た
き
坂
と
い
ふ
處
よ
り
始
め
と
す
。
此
前
名
所
あ
り

石
切
峠
須
山
ト
モ
云

春
日
よ
り
五
十
丁

沓
か
け

石
切
よ
り
半
里

水
間

ミ

マ

峠

沓
か
け
よ
り
一
里

大
橋

水
間
よ
り
一
里

此
所
休
息
所
あ
り
。
其
余
月
の
瀬
迄
休
所
仕
度
所
更
に
な
し

北
野

大
橋
よ
り
一
里

鸚
鵡
石
図

北
野
よ
り
月
の
瀬
迄
の
間
に
山
路
あ
り
。
右
手
は
谷
、
左

は
山
根
を
通
る
道
に
、
谷
の
向
ふ
に
大
石
あ
り
。
此
石
鸚

鵡
石
と
い
ふ
。
此
石
の
向
ふ
に
真
向
て
も
の
い
わ
ゝ
、
其

通
り
を
此
石
よ
り
答
へ
て
い
ふ
。
至
而
あ
さ
や
か
に
答
ふ

る
事
、
石
の
中
に
人
か
く
れ
居
て
ま
ね
す
る
か
と
思
ふ
こ

と
、
奇
々
妙
々
な
り
。

月
の
瀬

北
野
よ
り
五
十
丁

南
都
清
水
よ
り
東
江

、
福
井
町
よ
り
春
日
山
の
南
手
を
こ
ゆ
る
。
瀧
坂
と
い
ふ
。
石
切
峠
ま
て
五
十
丁
の

間
、
半
は
道
屈
曲
に
し
て
、
渓
流
れ
を
左
右
に
し
、
巌
石
路
上
に
積
り
、
渓
流
瀧
を
な
す
所
あ
ま
た
あ
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り
て
、
実
に
勝
景
、
紅
葉
の
頃
は
さ
そ
か
し
と
覚
ゆ
る
。
登
り
果
ぬ
れ
は
石
打
村
な
り
。
水
間
大
橋
よ

り
日
々
炭
薪
を
出
す
。
牛
馬
路
驛
多
り

○
南
都
纏
月
の
瀬
迄
凡
六
里
余

此
辺
訳
て
勝
景
に
あ
ら
す
。
田
舎
山
道
な
り
。
大
橋
村
よ
り
五
十
丁
に
て
北
野
村
な
り
。
村
中
五
六
丁

有
へ
し
。
村
は
つ
れ
よ
り
十
丁
斗
り
に
て
、
道
両
破
○
右
イ
カ

左
月
ノ
セ

伊
賀
道
に
て
廣
し
。
月

の
瀬
へ
も
此
道
よ
り
午
籠
に
て
行
は
半
里
程
遠
し
。
左
に
山
江

か
ゝ
り
て
峰
通
り
を
行
は
、
一
里
余
に
て

月
の
瀬
よ
り
少
々
前
に
て
、
右
の
廣
道
と
出
會
、
大
橋
よ
り
月
の
瀬
江

二
里
と
い
ふ
。
山
通
り
人
家
一
軒

も
な
し
。
大
橋
よ
り
案
内
者
賃
銭
弐
百
五
拾
文
也
。
此
道
中
は
伊
勢
江

の
間
道
に
て
、
大
橋
よ
り
五
里
に

し
て
青
山
越
、
新
田
に
出
ル
。
村
々
に
壱
軒
宛
茶
屋
あ
り
て
宿
も
す
る
な
り
。
○
水
間
ニ
而
中
飯
い
た

す
せ
つ
飲
食
至
而
麁
也
。
但
し
こ
ん
に
や
く
玉
の
め
し
也
。
甚
麁
味
也
。
併
農
家
故
質
朴
ニ
而
風
情
面

白
し
。
其
内
ニ
も
沓
掛
の
茶
屋
は
、
豆
腐
、
菜
、
油
揚
、
干
カ
マ
ス
ゴ
之
類
也
。
壱
文
菓
子
も
有
之
。

月
の
瀬
尾
山
に
て
よ
み
い
た
し
ま
ゝ

か
を
ふ
み
て
分
入
梅
の
山
路
か
な

唯
中

数
千
樹
の
梅
の
香
そ
立
あ
さ
ほ
ら
け

廣
孝

初
鶯
い
て
た
ち
の
み
き
り
森
一
鳳
翁
を
と
も
な
ひ
て
と
お
も
ふ
に
、
先
生
た
し
あ
り
て

月
の
瀬
の
梅
さ
そ
は
れ
て
な
み
た
か
な

と
よ
ま
れ
し
も
こ
にゝ
て

見
ぬ
人
の
た
め
と
こ
そ
す
れ
初
袖
は
散
ぬ
る
梅
の
香
の
し
み

し
よ
り

こ

のゝ
み
や
け
と
て
な
ん
に
も
な
し
。
梅
の
さ
か
り
の
は
や
か

り
し
を
見
て

月
の
瀬
の
梅
見
の
こ
す
は
み
や
け
な
り

唯
中

月
瀬
梅
図

月
の
瀬
尾
山
、
此
所
に
て
は
む
か
し
よ
り
梅
の
さ
か
り
彼
岸

の
中
と
申
な
れ
と
も
、
都
の
梅
の
頃
の
は
や
き
、
を
そ
き
に

か

はゝ
ら
す
、
ひ
か
む
す
く
れ
は
か
な
ら
す
満
花
な
る
物
也
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伊
勢
拙
堂
先
生
述
梅
渓
遊
記

何
地
無
梅
何
郷
無
山
水
唯
和
州
梅
渓

花
挟
山
水
而
奇
山
水
得
花
麗
為
天
下

絶
勝
然
地
在
別
之
東
諏
頗
幽
□へ

き

（
石
の
右
に
辟

僻
ヵ
）
旧
罕

造
観
者
名
不
甚
顕
々
自
我
伊
人
始
云

渓
傍
種
梅
為
業
者
凡
百マ

マ

十
村
属
伊
州

在
我
上
野
城
南
三
里
許
我
藩
封
強
除

伊
半
勢
外
又
有
和
之
田
五
万
石
環
梅

渓
而
處
而
種
梅
之
村
多
属
他
封
獨
和

之
廣
瀬
嵩
村
伊
之
白
樫
治
田
為
我
治

下
而
己
然
梅
舊
志
月
瀬
諸
村
多
属
伊

伊
人
云
戦
國
之
際
豪
強
在
奪
此
地
始

属
和
今
審
其
地
勢
近
上
野
城
山
脈
相

通
理
固
應
然
故
和
人
之
来
常
少
而
四

五
十
年
来
伊
人
毎
常
往
観
焉
渓
之
勝

於
是
乎
顕
乎
十
村
之
梅
不
知
幾
万
株

然
畫
臨
谿
除
渓
最
清
絶
渓
發
源

於
和
州
之
宇
田
慰
伊
之
名
張
而
到

於
此
廣
殆
百
歩
尾
山
在
北
岸
嵩

月
瀬
桃
野
在
其
南
岸
危
峰
層
巌

簱
々
錯
立
其
間
梅
為
之
経
而
松
為
之

緯
水
竹
点
綴
之
余
往
津
城
距
梅

渓
殆
二
日
程
久
願
遊
而
未
能
也
。
庚
寅

二
月
十
八
日
與
宮
崎
如
伊
州
遂
往
遊

焉
末
乍
城
門
往
一
里
余
為
白
樫
山
谷

間
己
多
梅
花
漸
入
佳
境
又
半
里
獨
為

石
打
又
行
末
一
里
尾
山
在
目
躍
然
至

則
遍
地
皆
花
余
初
恐
違
花
期
見
之

心
降
入
憩
三
學
院
約
宿
而
出
往
観
一

目
千
本
梅
渓
之
賞
始
於
是
矣
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記
二

一
目
千
本
尾
山
八
谷
之
一
也
花
最
饒

故
有
此
名
蓋
比
芳
野
桜
谷
云
余
與

同
人
出
院
下
前
岸
覚
山
水
與
梅
花

皆
已
佳
綴
）
任
意
而
行
至
一
大
谷
文

稼
譈
（
識
）
而
言
之
径
詰
曲
而
上
花
夾
之

歩
出
其
間
如
薾
白
雲
而
行
数
百
歩

達
山
顛
下
顧
満
望
皜
然
與
渓
山
相

輝
映
余
嘗
遊
芳
野
観
其
一
目
千
本

有
此
盛
而
無
此
勝
又
嘗
観
嵐
山
桜

花
有
勝
而
無
此
盛
也
更
求
之
西
土
以

梅
花
名
者
杭
之
孤
山
境
蓋
幽
花
則

寥
々
蘇
之
鄧
尉
花
頗
多
地
則
熱
閙

唯
浮
梅
花
村
封
峻
峰
臨
寒
渓
而
花

尤
饒
庶
幾
可
比
梅
渓
欤
曰
已
歛
昏
花

隠
淡
煙
中
千
樹
依
約
不
見
其
所
極

暗
香
蓊
葧
人
聞
渓
聲
益
近
且
大

至
咫
尺
不
弁
色
而
後
去

記
三

昏
黒
還
入
院
欲
俟
月
復
出
観
花
也
余
平

生
想
渓
梅
月
夜
之
奇
欲
一
遊
併
之
毎
歳

来
春
有
人
自
伊
来
者
輙
詢
之
花
開
謝
與

月
之
□き

盈
毎
齟
齬
不
相
合
遅
之
七
八
年
置

今
歳
欲
以
今
月
望
前
来
然
以
地
在
山
中

著
花
殊
晩
其
盛
開
常
有
春
分
前
数
日
而

春
分
在
今
月
未
如
其
月
何
忽
思
郤
康
蓈
詩

云
看
花
切
莫
見
離
披
私
謂
及
半
間
則
可

何
待
其
蘭
漫
遂
以
望
後
三
日
来
豈
意
開
己

七
八
分
或
将
十
分
實
望
外
之
喜
也
獨
奈
日
己

落
黒
雲
覆
天
意
殊
悵
々
張
燭
欲
飲
此
行
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購
樽
容
五
升
者
満
貯
酒
命
奴
負
荷
呼

取
之
酌
不
数
巡
而
竭
怪
詰
之
の
ち
奴
酔
墜
地

致
傾
覆
益
悵
恨
買
村
酒
得
数
升
来
洗
盞

更
酌
雖
甜
不
適
口
亦
自
醺
然
文
家
風
流
士

公
圖
以
詩
名
海
内
而
半
香
善

記
四

花
月
之
賞
己
畢
還
就
宿
夜
己
上
更
疲

甚
一
睡
到
暁
覚
則
奇
寒
泌
骨
紙
牕

甚
白
起
推
戸
見
積
雪
平
地
四
寸
連
呼

奇
又
呼
酒
満
引
大
醻
子
同
人
出
復
赴

真
福
寺
到
昨
夜
翫
月
處
雖
渓
山

不
異
丹
崖
碧
巌
悉
化
為
白
玉
堆
花

亦
如
素
彩
如
粉
傳
何
郎
之
而
其
美

更
増
一
俯
一
仰
入
目
皚
然
獨
渓
光
益
碧

作
徱
玉
色
耳
楳
渓
之
清
於
是
焉
極
矣

古
人
論
梅
謂
譲
雪
三
分
白
然
雪
以
白

勝
梅
以
艶
勝
各
有
佳
趣
韓
退
子
之
詠

雪
梅
云
彩
艶
不
相
因
（
同
ヵ
）
是
可
為
定
論
己

此
行
既
収
花
月
之
奇
今
又
并
雪
梅
之

清
天
之
賜
我
何
厚
也
欲
往
覧
前
路

之
以
歩
履
艱
而
止

記
五

既
而
天
明
日
出
近
午
雪
盡
消
乃
欲
往

南
岸
之
勝
行
到
一
目
千
本
下
見
舟
横

南
岸
即
嵩
村
渡
也
隔
水
呼
之
老
篙
夫

一
聲
應
答
自
叢
竹
中
出
撐
舟
来
載

余
謂
衆
曰
北
岸
山
路
崎
嶇
難
行
末
能

悉
其
勝
請
先
観
之
而
後
及
南
如
何
衆
曰

可
矣
乃
命
泝
渓
抵
真
福
寺
下
嵓
石
齗

齶
齧
舟
乃
尾
山
之
梅
以
谷
量
八
谷
各
数
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百
千
樹
真
福
在
其
極
西
其
下
為
初
谷
曰

敞
谷
第
二
日
鹿
飛
第
三
曰
捜
□く

ぼ

其
上
在

天
狗
巌
謂
羽
客
所
棲
止
第
四
祝
谷
第
五

菖
蒲
谷
第
六
曰
杉
谷
第
七
曰
即
一
目
千

本
第
八
曰
大
谷
花
之
多
與
一
目
千
本
相
頡

頏
相
距
皆
不
過
数
十
歩
其
勝
各
異

不
能
盡
状
唯
諸
谷
之
花
與
前
崖
之
山
夾

谿
相
映
舟
行
其
間
香
然
覺
仙
路
不
遠

此
尤
為
奇
也
公
圖
嘗
遊
於
此
在
句
云
梅

花
亦
自
有
僊
源
者
竟
不
若
梅
渓
之
得

仙
趣
彼
彭
沢
之
記
徒
貫
力
耳
恨
不
便
目

撃
如
此
之
勝
也
公
圖
首
肯
者
久
之

記
六

舟
中
既
覧
尾
山
諸
谷
又
欲
西
観
桃
野
纔

轉
棹
則
北
岸
所
未
見
之
山
突
兀
躍
出

樹
石
雑
焉
虯
龍
虎
豹
譎
詭
夭
矯
有
一
石
如

人
之
冠
而
立
曰
烏
帽
子
巌
水
益
駛
激
搏

碨
□る

い

（
礧
の
下
に
土

）
稍
緩
處
俯
而
窺
之
澄
徹
見
底
遊

魚
可
数
花
片
点
波
輙
就
唼
之
無
所
得
而
遊

為
之
一
笑
仰
見
桃
野
在
前
地
勢
□と

う

（
阝
の
右
に
走

）
絶

黄
茅
数
家
縹
渺
現
出
於
梅
花
爛
漫
間

如
瑶
宮
璚
闕
在
白
雲
中
可
望
而
不
可

即
也
篙
夫
云
此
渓
毎
夏
月
躑
躅
花

開
水
変
作な

る

猩
血
亦
為
奇
絶
故
名
躑
躅

川
也
嗚
呼
此
渓
之
奇
一
何
多
也

恨
一
時
不
併
観
記
之
以
俟
他
日

記
七

還
抵
嵩
村
舎
舟
上
岸
緑
竹
数
畝
藍
水

亦
梅
渓
中
不
可
少
者
也
西
麓
梅
花
亦
多

与
月
瀬
之
花
相
連
爛
成
銀
海
西
行
数
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百
歩
花
間
得
坂
螺
施
而
上
寔
為
月
瀬

山
腹
香
雪
中
出
大
石
苔
鮮
被
之
蒼

欝
可
愛
踞
而
少
歇
益
上
至
巓
眼
界
豁

然
渓
山
里
露
無
得
蔵
匿
花
溢
山
填
壑

彌
望
皜
然
譬
如
登
泰
山
頂
下
瞰
大
地
皆

白
雲
是
得
梅
渓
之
全
真
也
冝
乎
月
瀬

之
名
獨
顕
不
止
其
名
雅
馴
也
適
天
復

陰
雪
大
至
風
薄
之
如
舞
蝶
塞
亦
奇
観

渓
索
渡
還

記
八

天
復
晴
過
杉
谷
尾
山
第
六
谷
也
岡
阜
陂

陁
得
径
而
上
俯
見
花
堆
積
谷
中
為
残
雪

土
人
為
導
者
曰
雪
若
不
消
花
蕊
凍
瘴
（
ヵ
）

獲
実
不
鐃
幸
消
沢
盡
今
年
必
豊
矣
余
因

詳
問
一
歳
之
入
曰
尾
山
一
村
熟
潟
乾
梅
二
百

駄
毎
駄
一
斛
伍
斗
重
陌
斤
併
此
間
十
餘

村
中
熟
大
扺
得
千
百
駄
毎
駄
價
銀
玖

什
銭
或
陌
銭
云
盖
地
既
墝
捔
不
可

耕
以
此
當
穀
及
實
熟
採
乾
送
京
都

染
肆
獲
銭
不
減
萬
石
之
入
亦
山
中
径

濟
也
聞
備
後
三
原
有
大
梅
林
未
知
与

如
何
公
圖
曰
吾
遊
三
原
者
再
為
地
平

遠
与
此
間
異
趣
花
之
鐃
或
可
相
頡

頑
地
之
勝
則
不
及
遠
矣
愈
上
則
一

目
千
本
見
於
左
又
前
望
南
岸
之
花

不
減
月
瀬
之
観
適
斜
日
□
（
貝
の
右
に
矢

射
ヵ
）
之
花
光

煥
發
芳
霧
噴
山
谷
殆
使
人
目
眩

不
能
正
視
亦
一
奇
也

記
九

楽
哉
梅
渓
之
遊
也
両
日
留
連
従
良
友
佳
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朋
覧
天
下
無
双
之
勝
天
亦
不
靳
其

雪
月
之
美
并
賜
之
以
成
三
絶
可
不
謂

多
幸
邪
日
夕
辞
院
初
更
達
上
野
客

舎
此
行
余
得
七
言
律
詩
十
首
寘
（
ヵ
）
於

奚
嚢
与
公
圖
贈
篇
及
文
稼
半
香
等

所
作
詩
若
畫
稇
載
而
帰
貼
之
壁
間

又
瓶
挿
院
主
所
餉
梅
花
有
几
案
之
側
清

香
満
室
数
日
悦
然
猶
在
梅
渓
中
矣
於

是
追
記
之
九
篇
使
子
達
造
圖
置
各
篇

左
以
未
遊
者
亦
欲
此
渓
之
益
顕
也

文
政
庚
寅
仲
春

伊
勢
拙
堂
居
士
斎
藤
謙

『
大
坂
谷
町
川
上
橋
少
シ
北
へ
入
掘
屋
清
兵
衛
と
申
者
娘
を
ふ
み
阿
蘭
陀
人
フ
ル
テ
ル
と
云

者
の
所
へ
行
親
元
送
り
遣
し
候
文
の
う
つ
し
』

大
坂
谷
町
川
上
橋
少
シ
北
ヘ
入
掘
屋
清
兵
衛
と
申
者
の
娘
、
名
は
ふ
み
と
言
る
女
、
大
坂
松
重
と
申
茶
屋

へ
年
季
奉
公
ニ
遣
置
候
處
、
を
ふ
み
義
文
政
三
年
三
月
廿
七
日
長
崎
丸
山
へ
住
替
ニ
相
成
。
夫
纏
阿
蘭

陀
人
屋
敷
へ
折
々
参
り
、
阿
蘭
陀
名
に
て
フ
ル
テ
ル
と
申
も
の
ゝ
女
房
ニ
相
成
。
十
六
年
め
に
て
親
元

へ
送
り
遣
シ
候
文
の
う
つ
し
。

あ
ま
り
な
つ
か
し
さ
の
ま
ゝ
文
し
て
申
上
断
候
。
私
事
、
ふ
と
し
た
縁
に
て
阿
蘭
陀
人
の
フ
ル
テ
ル
と
申

御
方
ニ
二
世
の
契
約
い
た
し
、
文
政
八
年
九
月
廿
二
日
、
長
崎
纏
舟
へ
の
せ
ら
れ
、
し
の
は
せ
や
う
ぬ
き

出
し
、
日
本
の
地
を
は
な
れ
北
海
へ
廻
り
上
の
沖
参
る
所
に
、
母
殿
の
御
事
思
ひ
出
し
昼
夜
と
も
な
き
あ

か
し
、
七
日
ふ
り
に
て
い
そ
の
西
南
に
見
る
松
の
間
に
、
富
士
山
と
承
拝
し
候
得
は
、
も
の
も
い
わ
す
。

富
士
は
日
本
の
見
納
か
と
存
候
得
共
、
お
ん
な
こ
り
お
し
く
、
限
り
な
ふ
母
殿
を
て
ふ
事
な
つ
か
し
と
、

な
み
た
袖
を
し
ほ
り
て
居
内
に
日
も
暮
シ
。
そ
の
夜
大
風
吹
出
し
申
候
而
、
廿
日
斗
昼
夜
西
南
に
は
し
り
、

少
々
風
も
や
み
候
ま
ゝ
舟
の
や
く
ら
と
申
所
ニ
あ
か
り
、
四
方
を
見
渡
候
得
は
、
東
南
に
島
壱
つ
御
座
候
。

夫
ヲ
尋
候
得
は
、
キ
リ
ス
と
言
て
日
本
纏
四
百
斗
は
な
れ
た
る
島
ニ
申
候
。
此
所
へ
舟
を
留
、
明
方
又
々
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風
吹
お
こ
り
、
唐
の
地
北
海
と
か
申
所
、
舟
の
走
る
事
三
拾
り
斗
に
て
、
漸
々
や
み
を
だ
や
か
に
相
成
。

そ
の
所
ニ
而
阿
蘭
陀
と
申
處
何ナ

ニ

ほ
と
有
と
尋
候
得
は
、
凡
弐
千
里
斗
の
よ
し
、
我
身
の
ゑ
ん
無
と
中ナ

カ

々
見

へ
不
レ

申
候
と
の
事
故
、
弥
ふ
る
さ
と
の
事
わ
す
れ
か
た
く
、
我
身
の
ゑ
ん
無
と
は
申
な
か
ら
、
不
孝
の
つ

み
の
か
れ
か
た
く
、
な
つ
か
し
さ
せ
ん
か
た
な
く
、
昼
夜
と
も
な
き
あ
か
し
、
そ
の
内
に
正
月
十
三
日
と

申
に
、
天
笠
の
イ
ハ
ヱ
と
申
所
ニ
阿
蘭
陀
の
舟
問
屋
御
座
候
て
、
シ
キ
ア
と
申
所
ニ
久
々
逗
留
い
た
し
候

得
は
、
そ
の
所
人
々
め
つ
ら
し
き
人
日
本
よ
り
参
り
候
と
、
五
里
七
里
又
は
拾
里
弐
十
里
先
纏
私
を
見
物

に
参
。
夫
纏
又
々
舟
に
帆
を
か
け
、
五
月
朔
日
漸
々
阿
蘭
陀
の
ケ
イ
ケ
ル
と
申
處
着
、
私
夫
國
に
着
致
し

（
候
ヵ
）
。

フ
ル
テ
ル
と
申
家
の
名
字
ニ
御
座
候
而
、
そ
の
名
は
フ
ル
テ
ル
ユ
ウ
と
申
候
。
そ
の
家
ニ
母
と
妹
壱
人
御

座
候
。
日
本
に
て
申
候
得
は
、
庄
屋
の
頭
と
も
申
ほ
と
の
家
柄
に
て
、
下
人
も
あ
ま
た
つ
か
ひ
、
何
に
ふ

そ
く
な
ふ
く
ら
し
、
喰
物
は
牛
ふ
た
の
や
う
な
る
も
の
を
常
に
た
へ
申
候
。
穀
は
少
も
無
二

御
座
一

候
。
去

な
か
ら
、
私
ニ
ハ
日
本
の
も
の
と
て
、
天
笠
よ
り
米
取
寄
せ
食
し
く
れ
候
ま
ゝ
、
少
し
も
な
ん
き
は
い
た

し
不
レ

申
候
得
共
、
日
本
事
斗
お
も
ひ
出
し
候
ま
ゝ
、
爰
元
妹
き
の
と
く
か
り
、
か
こ
ひ
の
内
を
五
拾
坪
田

地
を
つ
ふ
し
、
日
本
の
町
家
の
や
う
こ
し
ら
へ
、
そ
の
上
母
殿
や
お
て
う
の
姿
を
木
さ
ふ
に
き
ざ
ま
し
、

日
本
に
居
候
時
の
ま
ね
事
に
し
て
日
々
酒
宴
も
や
う
し
、
い
ろ
い
ろ
と
な
く
よ
み
く
れ
候
ま
ゝ
、
ふ
じ
や

う
は
少
し
も
無
二

御
座
一

候
。
家
内
も
む
つ
ま
し
く
く
ら
し
居
候
内
に
、
男
子
出
生
い
た
し
、
當
年
七
才
ニ

相
成
申
候
。
名
は
ハ
イ
リ
キ
ン
と
、
日
本
の
咄
し
い
た
し
候
得
は
、
シ
ヤ
イ
モ
テ
ナ
ギ
と
申
候
。
此
言
は

は
あ
い
た
い
と
申
事
ニ
御
座
候
。
日
本
の
昼
七
ツ
時
分
は
此
方
の
夜
明
方
ニ
あ
た
り
申
候
承
り
、
夜
明
ニ

相
成
候
得
は
、
シ
ヤ
イ
モ
テ
イ
ン
ヱ
と
東
南
に
向
ひ
候
て
、
母
殿
や
お
て
ふ
に
お
ん
目
に
懸
度
と
な
き
く

ら
し
、
長
崎
の
友
達
へ
も
文
を
遣
シ
度
候
得
共
六
ケ
布
、
母
さ
ま
へ
内
々
文
あ
け
度
と
存
く
ら
し
候
得
共
、

此
地
ニ
て
格
別
ね
ん
こ
ろ
な
る
人
に
無
二

御
座
一

候
て
は
、
一
筆
の
頼
も
む
つ
か
し
と
、
又
長
崎
二
而
も
通

辞
人
へ
ま
ひ
な
ひ
致
な
と
頼
ま
ね
は
と
、
私
事
も
な
ん
き
二
相
成
申
。
此
方
の
夫
も
立
行
か
た
く
相
成
候

事
に
御
座
候
て
、
参
る
事
も
六
ケ
敷
お
そ
ろ
し
く
、
御
事
の
よ
し
承
り
、
夫
よ
ひ
久
々
文
も
あ
け
不
レ

申
。

此
度
、
ふ
と
し
た
便
り
神
佛
の
御
蔭
二
而
届
被
レ

下
は
い
の
り
居
。
又
々
め
つ
ら
し
き
物
は
た
く
さ
ん
に
さ

シ
上
度
候
得
共
、
文
よ
り
は
品
物
事
の
外
六
ケ
敷
、
万
一
あ
ら
は
れ
候
得
ば
済
不
レ

申
候
よ
し
、
文
改
ニ
相

成
候
て
も
、
か
よ
ふ
の
こ
さ
ひ
申
訳
わ
か
り
さ
ひ
す
れ
は
、
か
く
別
の
事
に
相
成
不
レ

申
候
よ
し
、
わ
た
く

し
の
か
み
を
き
り
取
さ
し
上
候
ま
ゝ
、
私
と
思
召
も
御
座
得
ば
、
其
地
ニ
て
唐
物
、
ら
ん
物
、
薬
種
な
と
、

紅
毛
ニ
か
た
取
あ
つ
か
ひ
候
。
御
見
た
て
、
長
崎
に
て
通
辞
人
へ
厚
く
御
た
の
み
被
レ

下
候
得
は
相
届
申
候
。

此
方
の
名
は
モ
ウ
ヤ
テ
ル
ユ
ウ
ト
申
候
御
事
の
よ
し
と
御
座
候
。
実
に

〱
不
孝
の
段
幾
重
に
も
、
過
世

の
ゑ
ん
ね
ん
と
お
ん
あ
き
ら
め
御
免
る
し
被
レ

下
候
様
、
ね
か
へ
あ
け
断
候
。
妹
お
て
う
を
私
と
思
召
、
を

・
・
・
・
・
・
・
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て
ふ
は
私
に
な
り
か
わ
り
、
は
は
殿
へ
孝
行
致
く
れ
候
様
、
頼
入
申
候
。
申
上
度
事
は
山
々
候
得
共
、
筆

ニ
も
つ
く
し
か
た
く
涙
に
く
れ
、
あ
と
や
先
の
み
申
上
断
候
。
よ
く

〱
御
す
ひ
覧
可
レ

被
レ

下
候
。
め
て

た
く

か
し
こ

大
坂

御
母
殿

阿
蘭
陀
ニ

ふ
み

阿
蘭
陀
と
言
所
は
大
坂
纏
一
万
三
千
里
有
な
り

天
保
十
三
寅
十
二
月
寫
レ

之

□
□
（
尓
人
ヵ
）
村
之
内

若
□
（
揚
ヵ
）
分

田
中
荘
兵
衛
印

終
わ
り
に

中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
古
典
籍
、
大
阪
に
関
す
る
資
料
の
中
に
は
、
既
に
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、
所
蔵
す
る
資
料
、
特
に
写
本
に
関
し
て
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、

職
員
の
知
識
や
技
術
の
習
得
を
目
指
す
と
共
に
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
大
阪
に
関

す
る
資
料
を
解
り
易
い
形
で
紹
介
す
る
目
的
で
翻
刻
に
臨
ん
だ
。
特
に
「
月
の
瀬
遊
記
」
に
つ
い
て
は
、

十
年
近
く
前
、
古
書
店
か
ら
の
購
入
直
後
に
閲
覧
希
望
が
あ
っ
た
が
、
受
入
作
業
中
で
ご
希
望
に
添
え
な

か
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
今
回
翻
刻
と
い
う
形
で
紹
介
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し
た
。

尚
、
本
書
は
広
く
一
般
に
公
開
し
て
お
り
、
閲
覧
・
複
写
が
可
能
な
事
を
申
し
添
え
て
お
く
（
佐
藤
記
）。


